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 はじめに 

 
 城下町都市静岡は駿府城の天守閣が失われ歴史的建造

物も多くは現存していない状況であるが，都市における

歴史性にはこのような「形」としての要素だけでなく，

時代の流れの中で更新されてきた都市構造という「シス

テム」も内在する．そこで近代以降の都市計画史におい

て，時代ごとに「それ以前の都市構造」がどのように認

識され，どのような理念で継承されたのかを体系的に明

らかすることで都市の本質を捉え静岡の「らしさ」を見

出す． 
 
1． 近代以降の都市構造に対する認識 

 
 静岡においては江戸時代からの都市構造を強化する形

で近代化が図られてきた．近代以降の都市計画における

転機としては 1927 年から始まった都市計画街路事業，
1940年に発生した静岡大火の復興計画である「静岡市復
興計画」，そして戦後の 1950年代後半から活発化した都
市不燃化運動があげられるが，これら 3つの動きにおけ
る行政の資料から当時の都市構造や歴史性がどのように

認識され実際にどのような改造が行われたのかを明らか

にした． 
 3 つの時代に共通しているのが「通りの意識」の強さ
である．特に呉服町通りは江戸時代から商業の中心とし

て栄えてきた通りであるが，都市計画街路決定の際に江

戸時代からの街路の多くが拡幅される中，都市計画静岡

地方委員会（1927）では呉服町通りについては「幹線道
路化を考えたが，小売商店が多く拡幅するのは難しい」

「呉服町通りにも利益にならず系統上もよろしくない」

と述べられている．1940年に起きた静岡大火は中心市街
地全体を焼き尽くし，市内の全戸数のうち約 13％が焼失
した．その復興計画である「静岡市復興計画」では街路

の新設は行われず江戸時代の街路を拡幅する手法が採ら

れた．呉服町通りにおいては壁面を 2m後退させ共同建
築化を行うという計画であったが，小板橋(1940)は「木
造建築の共同性における脆弱さのほかに，各商店が江戸

時代からの歴史を持っていることから共同化への抵抗が

強い」と述べ，結果的に共同建築化は実現しなかった． 

 
 
 
 
 
 
 
その一方で戦後の都市不燃化運動においては呉服町通り

は率先して共同建築化に取り組み，1959 年に総延長
866m の防火建築帯が完成した．この整備において日本
都市センター(1960)は「繁華街を帯状に街路に沿って防
火建築を並べるだけでは目的達成には至らない」とした

が，結果的に整備は通り単位に留まり街区単位では行わ

れなかったため賑わいの面的な広がりにはつながらなか

った．呉服町通りの商店街は現在も商業の中心であり続

けているが，賑わいが面的に拡大しないという課題も引

き継がれている．「通りの意識」は課題も多いが継承すべ

き城下町基盤であると考え，「形」としての歴史的要素を

持たない多くの城下町都市においてはこのような要素を

含めて歴史性であるという認識を持つことで都市の本質

をつかむことにつながると考える． 
 
 おわりに 

 
 静岡の中心市街地は江戸時代からの場所性が継承され

たが，これには「通りの意識」が強く江戸時代からの歴

史を持っている通りが非常に保守的であったことが大き

く影響していると考えられる．このように静岡の都市計

画においては大胆な都市改造は行われず江戸時代からの

都市構造を強化する形で近代化が図られてきたが，これ

は結果論ではなく当時の資料から行政側が場所性の継承

を意識していたことが明らかになった． 
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はじめに 

 

植物の栽培・生産管理では，水分環境が育成に影響す

る重要な要因である。野並（2001）の報告にある様に，
従来から植物体の水分生理に関する研究が行われている。

植物体の水ストレス環境下における植物体では，導管内

部において気体と液体による混相流が発生する。筆者ら

（上野ら，2012）は，気泡運動より発生した弾性波を
AE（Acoustic Emission）法により検出し，定量評価を
試みている。本報では，検出した弾性波を周波数特性の

観点から解析し，比較検討を行った結果を報告する。 

 

１．実験方法 

 
供試植物として，Glycine max（ダイズ）を用いた。

対象としたダイズは，生長が落ち着き，茎内部の構造が

安定したと考えられる結実期以降とした。計測は恒温室

内で行い，室温は 26℃，相対湿度を 40％に設定した。
26 日間計測を行った。栽培土として，2mm ふるいを通
過した黒ぼく土を用いた。乾燥密度を 0.5g/cm3に調節し

ポットに充填を行った。光源として，植物栽培用の蛍光

灯を用いて，点灯時間を 8時から 18時とした。AE計測
条件は，350kHz 共振型の AE センサを用いて，カップ
ラントにより植物体の茎部に設置した。増幅値は 60dB
とし，しきい値 35dBとして計測を行った。 
 
２．結果および考察 

 
水ストレスを与える過程において，計測初日から供試

植物より検出された AE(Type A)の FFTの結果が図 1で
あ る。これ対して，14日目から検出され始めたAE(Type 
B)の FFTの結果が図 2である。 

Type Aが 100kHz以上で卓越するのに対して，Type B
は主に 50kHz以下となる特徴が見られた。Type Bの AE
は，明確に Type Bとは違う特性を持つ AEであること
が確認された。Type Aはパイプラインの定常流下による
AE計測時に検出される AEと類似した特性を持つこと 

 

 

 

から，気泡振動や流況による AEの可能性があるものと
考えられる。 

 

おわりに 

 

本実験では，植物体起源弾性波を AE法によって検出
が可能であるといことが明らかとなった。検出された弾

性波を検討した結果，水ストレスを受けた植物体では周

波数特性の異なる弾性波が確認された。 
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図 1 植物体より終始検出された AE(Type A)の周波数 

図 2 水ストレス時のみに発生した AE(Type B)の周波数 


